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5 月 に 供 用 開 始 さ れ る 山 口 市 役 所 本 庁 舎

案 は 、 ２ 月

1 7日 か ら ３ 月

1 4日 （ 金 ） ま で が 会 期 の
山 口 市 議 会 に 諮 ら れ る 。［ 歳 入 ］　 「 市 税 」 は 、 前 年 度 当初 比 ４ ・ ２ ％ （

1 1億 ６ ０

０ ０ 万 円 ） 増 の ２ ８ ７ 億６ ０ ０ ０ 万 円 。 個 人 市 民税 が 定 額 減 税 の 終 了 な どで ９ 億 ７ ０ ０ ０ 万 円 、 固定 資 産 税 も 新 築 家 屋 の 増加 な ど に よ り ２ 億 ９ ０ ００ 万 円 の 増 額 が 見 込 ま れて い る 。 国 か ら の 「 地 方交 付 税 」 は 、 ０ ・ ２ ％（ ４ ０ ０ ０ 万 円 ） 増 の １７ ９ 億 円 の 見 込 み 。 基 金な ど か ら の 「 繰 入 金 」 は

　
山 口 市 の ２ ０ ２ ５ 年 度

一 般 会 計 当 初 予 算 案 の 総額 は ９ ６ ９ 億 円 （ 前 年 度比

1 1・ ３ ％ 減 ） で 、 初 め

て １ ０ ０ ０ 億 円 を 超 え た前 年 度 に 継 い で 過 去 ２ 番目 の 規 模 と な っ た 。 旧 １市 ４ 町 に よ る 合 併 ・ 新 市発 足 か ら

2 0年 を 迎 え る こ

と か ら 「 新 市 の ま ち づ くり の 総 仕 上 げ の 局 面 」 と位 置 づ け た 積 極 型 の 編 成で 、  「 と も に 築 く

　
元 気

山 口 予 算 」 が テ ー マ と して 掲 げ ら れ て い る 。 予 算

3 1・ ２ ％ （

2 2億 １ ０ ０ ０

万 円 ） 減 の

4 8億 ７ ０ ０ ０

万 円 で 、 市 の 借 金 に 当 たる 「 市 債 」 は 新 本 庁 舎 整備 事 業 の 減 額 な ど で

5 3・

３ ％ （ １ ０ ７ 億 ９ ０ ０ ０万 円 ） 減 の

9 4億 ７ ０ ０ ０

万 円 と 見 込 ま れ て い る 。
［ 歳 出 ］

　 「 人 件 費 」 は 、 退 職 者の 減 少 に よ っ て 退 職 手 当が ３ 億 １ ０ ０ ０ 万 円 減 少す る も の の 、 給 与 が 改 定に 伴 い 増 加 す る た め 、２ ・ ４ ％ （ ３ 億 ９ ０ ０ ０万 円 ） 増 の １ ６ ８ 億 ３ ００ ０ 万 円 に 。 ま た 、 児 童手 当 や 障 害 福 祉 サ ー ビ スの 拡 充 に よ り 、  「 扶 助費 」 は ８ ・ ２ ％ （

1 6億 ９

０ ０ ０ 万 円 ） 増 の ２ ２ ３億 ８ ０ ０ ０ 万 円 と 見 込 まれ る 。 そ し て 、 新 本 庁 舎整 備 と 湯 田 温 泉 パ ー ク の事 業 の 進 展 に 伴 い 「 投 資的 経 費 」 は 、

5 0・ ２ ％

（ １ ４ ５ 億 ６ ０ ０ ０ 万
円 ） 減 の １ ４ ４ 億 ６ ０ ００ 万 円 と 見 込 ま れ て いる 。 新 規 事 業 は

2 4件 。

［ 主 な 事 業 ］　 〔 防 災 ・ 減 災 対 策 の 加速 化 〕  「 雨 水 管 理 総 合 計画 」 の 策 定 （ ８ ０ ０ ０ 万円 ） ▽ 小 郡 八 方 原 地 区 にお け る 排 水 ポ ン プ 設 備 導入 （ １ 億 ５ ３ ２ ０ 万 円 ）▽ 衛 星 通 信 網 「 ス タ ー リン ク 」 導 入 （ ５ ７ ０ 万円 ） ▽ 中 央 消 防 署 建 て 替え 整 備 に 向 け た 取 り 組 み（ ２ 億 ０ ２ ４ ０ 万 円 ）　 ﹇ 子 ど も ・ 子 育 て 全 力応 援 の ま ち づ く り ﹈ 高 校生 世 代 ま で の 医 療 費 無 料化 （

1 3億 ６ ８ ２ ０ 万 円 ）

▽ 第 ２ 子 以 降 の 保 育 料 無償 化 （ ２ 億 ８ ９ ２ ５ 万円 ） ▽ １ 歳 児 健 診 の 公 費

負 担 化 （ ７ ７ ４ 万 円 ） ▽公 費 負 担 に よ る ５ 歳 児 健康 診 査 （ １ １ ０ ８ 万 円 ）　 ﹇ 若 者 活 躍 と 雇 用 創 出の 環 境 づ く り ﹈ 大 学 生 ・若 者 等 の 地 元 就 職 の 促 進（ ３ ３ ６ ０ 万 円 ） ▽ 企 業等 の 重 点 的 な 人 材 確 保 支援 （ １ ２ ０ ０ 万 円 ） ▽ 事業 承 継 支 援 事 業 （ ４ ０ ０万 円 ） ▽ 小 規 模 農 家 等 が実 施 す る 農 業 用 水 路 等 整備 支 援 制 度 創 設 （ ３ ０ ０万 円 ） ▽ 道 の 駅 「 仁 保 の郷 」 の 機 能 強 化 整 備 （ ９億 ２ ２ ７ １ 万 円 ） ▽ 道 の駅 「 あ い お 」 の 移 転 整 備（ １ 億 ５ ６ ８ ８ 万 円 ）　 ﹇ 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 の元 気 活 躍 の ま ち づ く り ﹈徳 地 地 域 に お け る 医 療 提供 体 制 の 確 保 （ ３ ２ １ ４万 円 ） ▽ グ ル ー プ タ ク シー 利 用 促 進 事 業 （ ４ ５ ０万 円 ）　 ﹇

2 1地 域 づ く り と 農 山

村 活 性 化 ﹈ 地 域 の 個 性 を活 か す 交 付 金 事 業 （ １ 億９ ８ ５ ４ 万 円 ） ▽ 自 治 会等 支 援 事 業 （ １ 億 ０ ５ ４４ 万 円 ） ▽ 平 川 地 域 交 流セ ン タ ー 建 て 替 え 整 備（

1 0億 ５ ３ ４ ５ 万 円 ） ▽

大 内 地 域 交 流 セ ン タ ー 建て 替 え 整 備 （

3 0万 円 ） ▽

重 源 の 郷 体 験 交 流 公 園 のリ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン（ ４ ０ １ ９ 万 円 ） ▽ 「 周防 鋳 銭 司 」 設 置 １ ２ ０ ０年 記 念 事 業 （ ３ ６ ０ ２ 万円 ）﹇ 元 気 な 県 都 づ く り ﹈ 湯田 温 泉 こ ん こ ん パ ー ク 供用 開 始 （ ２ 億 ２ ７ １ ６ 万円 ） ▽ ２ ０ ２ ６ 年 山 口 デス テ ィ ネ ー シ ョ ン キ ャ ンペ ー ン に 向 け た 機 運 醸 成（ １ １ ５ ０ 万 円 ） ▽ 山 口市 誕 生

2 0周 年 記 念 式 典

（ ８ ０ ０ 万 円 ） ▽ 菜 香 亭の 歴 史 ・ 文 化 を 生 か し た周 遊 促 進 （ ３ ０ ０ 万 円 ）▽ 武 道 館 の 整 備 推 進 （ ３５ ０ ０ 万 円 ） ▽ 新 本 庁 舎の 整 備 （

1 6億 ２ ８ ０ ４ 万

円 ） ▽ 新 山 口 駅 周 辺 に おけ る 出 店 補 助 制 度 の 創 設（ ３ ０ ０ 万 円 ） ▽ 新 山 口駅 周 辺 駐 車 場 基 礎 調 査 の実 施 （ １ ５ ０ ０ 万 円 ） ▽国 道 ９ 号 道 路 改 築 （ 宮 野上 〜 阿 東 篠 目 ） の 早 期 事業 化 ・ 国 道 ２ 号 （ 鋳 銭 司〜 防 府 市 台 道 ） の （ ４ 車線 化 ・ 歩 道 設 置 ） 整 備 促進 （ ４ ０ ６ ８ 万 円 ）▽ 県 農 業 試 験 場 等 の 跡 地利 活 用 の 検 討 （ １ ７ ５ ０万 円 ）﹇ 持 続 可 能 な 未 来 都 市 づく り ﹈ デ ジ タ ル 行 政 推 進事 業 （ ９ ２ ８ ７ 万 円 ） ▽地 域 脱 炭 素 推 進 事 業 （ ８８ ２ ６ 万 円 ）

次 回 は 3 月 1 2 日 掲 載

︻ 無 料 で 差 し 上 げ ま す ︼
学 習 机 、 古 い タ ン ス 、 ちゃ ぶ 台 。 引 き 取 り に 来 てく だ さ る 方 。

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－ ２ ４ １ ８ 藤 井

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ６ 日  ︵ 木 ︶  ~ ９ 日︵ 日 ︶  :

オ リ エ ン ト 美 術 絨

毯 ロ イ ヤ ル コ レ ク シ ョン 、 現 代 工 芸 作 品 展

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 0日

︵ 月 ︶  :

植 田 莫 作 品 展 「 山

頭 火 と 歩 く 」  、 暮 ら し の中 の 萩 焼

　
萩 焼

 

時 松 泰

礼

 作 陶 展

山 口 市 「 と も に 築 く 元 気 予 算 」
２ ５ 年 度 予 算 案 　 ９ ６ ９ 億 円

 差 し 上 げ ま す



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 ５ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

　 　

山 田

　
稔

歴 史 担 当 学 芸 員

敷 赤 田 ） は 、 令 和 ５ 年に 吉 敷 地 域 文 化 振 興 協議 会 が 史 跡 や 歴 史 資 料な ど を 参 考 に し て 復 元設 置 さ れ た も の で す 。山 口 市 道 場 門 前 と 下 関市 豊 北 町 肥 中 を 結 ぶ 肥

　
一 里 塚 は 、 江 戸 時 代 に 一

里 （ 約 ４ ㎞ ） ご と に 建 て られ た 、 街 道 の 区 間 距 離 を 示す 施 設 で す 。 街 道 の す ぐ 側に 建 て ら れ 、 旅 人 た ち の 移動 の 目 安 と な る 重 要 な 施 設で し た 。 一 里 塚 は 一 般 的に 、 石 や 土 で 半 球 形 に 盛 った 塚 上 に 榎 や 松 が 植 え ら れて い ま し た が 、 防 長 で は 頂上 に 基 点 の 地 名 と 里 程 を 記し た 四 角 柱 の 塚 木 が 立 て られ て い ま し た 。　
写 真 の 一 里 塚 （ 山 口 市 吉

 肥 中 街 道 の  一  里 塚

2 6 3

中 街 道 沿 い に あ り 、 道 場 門前 か ら 最 初 の 一 里 塚 に な りま す 。 市 街 地 で す の で 、 散歩 の 折 り に で も お 気 軽 に 立ち 寄 っ て み て く だ さ い 。　
山 口 博 物 館 で は 県 下 各 地

の 旧 街 道 動 画 を 紹 介 し て おり 、 い ろ い ろ な 一 里 塚 の 様子 も ご 覧 い た だ け ま す 。 詳し く は 山 口 博 物 館 ウ ェ ブ サイ ト 内 の 「 映 像 で 見 る 防 長の 街 道 」 を ご 覧 く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

１ ９ ９ ３ 年 山 口 市 小 郡 生 ま れ 。 小 郡 小 か ら
Ｊ Ｆ Ａ ア カ デ ミ ー 福 島 へ 。 Ｉ Ｎ Ａ Ｃ 神 戸  
レ オ ネ ッ サ 、 ノ ジ マ ス テ ラ 神 奈 川 相 模 原 、
ス ポ ル テ ィ ン グ ・ ウ エ ル バ 、 ラ ー ジ ョ ・  
バ ジ ェ カ ー ノ ・ フ ェ メ ニ ー ノ 、 仁 川 現 代 製
鉄 レ ッ ド エ ン ジ ェ ル ズ を 経 て レ ノ フ ァ へ 。

8 9 9

　
サ ッ カ ー 女 子 ・ 中 国 リ

ー グ 「 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃレ デ ィ ー ス 」 で チ ー ム 初の プ ロ 契 約 選 手 。 約

2 0年

ぶ り の 帰 郷 に 、  「 懐 か しさ と と も に 歓 迎 や 応 援 の声 が う れ し い 」 と 語 り 、今 年 １ 月 か ら 練 習 を 開 始し た 。　
小 郡 小 時 代 は 、 レ ノ フ

ァ 山 口 育 成 組 織 の 前 身
「 Ｆ Ｃ レ オ ー ネ 」 で ６ 年

間 プ レ ー し 、 卒 業 後 は 中高 一 貫 の 「 Ｊ Ｆ Ａ ア カ デミ ー 福 島 」 に 入 学 し た 。２ ０ １ ２ 年 に プ ロ 女 子 サ

ッ カ ー ク ラ ブ 「 Ｉ Ｎ Ａ Ｃ 神戸 レ オ ネ ッ サ 」 に 加 入 し 、同 年 日 本 で 開 か れ た Ｕ

－

2 0

女 子 ワ ー ル ド カ ッ プ に も 日本 代 表 と し て 出 場 。 さ ら に翌

1 3年 に は 、  「 な で し こ ジ

ャ パ ン 」 に も 招 集 さ れ ４ 試合 に 出 場 し た 。

1 5年 に は

「 ノ ジ マ ス テ ラ 神 奈 川 相 模
原 」 へ 移 籍 し 、

1 9年 か ら は

ス ペ イ ン や 韓 国 な ど 、 海 外の ト ッ プ チ ー ム で 経 験 を 積ん で き た 。　
目 標 は 「 中 国 女 子 サ ッ カ

ー リ ー グ 優 勝 と 、 な で し こリ ー グ ２ 部 昇 格 」 と 話 す 。

田
た

中 なか

　
陽 よう

子
こ

さ ん

レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ レ デ ィ ー ス初 の プ ロ 契 約 選 手

2 0 7 5

フ
ー
ド ド ラ イ ブ 活 動 に ご 協 力 く だ さ い

～  コ ー プ や ま ぐ ち で １ 年 間 に １ 万 ５  ０  ０  ０ 点 ～
　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 食 品 ロ ス や

貧 困 問 題 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 休 校 で 給食 が な く な り 、 困 っ て い る 親 子 へ の支 援 と し て 注 目 さ れ た 「 フ ー ド ド ライ ブ 」 活 動 を 行 っ て い ま す 。　
コ ー プ の お 店 「 こ こ と 」 全 店 に は

フ ー ド バ ン ク ポ ス ト を 設 置 し て い ます 。 ま た 、 宅 配 事 業 で も 年 に １ 度 、組 合 員 さ ん の ご 家 庭 で 余 っ た 食 品 を集 め る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

　
店 舗 で は 、 実 施 団 体 （ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ

ン ク 山 口 ） に よ り 、 フ ー ド バ ン ク ポ ス ト に 入っ た 食 品 は 定 期 的 に 収 集 さ れ 、 福 祉 施 設 等 で活 用 さ れ て い ま す 。 宅 配 で 集 ま っ た 食 品 は 、地 域 の 組 合 員 と 職 員 と で 協 力 し 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人フ ー ド バ ン ク 山 口 の 地 域 ス テ ー シ ョ ン に お 届け し て い ま す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち に １ 年 間 で 集 ま っ た 食 品 数

は 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 で １ 万 ５ ０ ０ ０ 点 で し た 。・ 缶 詰 や お 菓 子・ 嗜 好 品 （ 茶 葉 な ど ）・ 乾 物 、 麺 類 、 イ ン ス タ ン ト 食 品 、 レ ト ル　
ト 食 品

・ 飲 料 （ ジ ュ ー ス 、 お 茶 、 飲 料 水 な ど ）・ 調 味 料 、 食 用 油・ 特 殊 な 食 品 （ ベ ビ ー フ ー ド ・ 離 乳 食 な ど ）・ 備 蓄 品 （ 乾 パ ン な ど ）※ 賞 味 期 限 が １ カ 月 以 上 あ る も の を お 願 い　
し ま す 。

取 り 組 み に 参 加 し た 職 員 の 声フ ー ド バ  ン ク ポ ス ト で 回 収 で き る も の　
宅 配 事 業 で 回 収 し た 食 品 の お 届 け に 携 わ っ た 職 員 か ら は 、  「 大 変 喜 ん で

も ら っ た 」  「 組 合 員 ひ と り ひ と り が 出 さ れ る 食 品 は 少 し だ け ど 、 集 ま っ てみ る と す ご い 量 に な り 、 び っ く り し ま し た 」 と の 声 が 。 ま た 、  「 食 品 の 引き 渡 し 時 に 行 政 の 方 か ら 、  『 年 を 越 す こ と に も 苦 労 さ れ る 方 が い ま す 。 この 時 期 に 、 こ ん な に 多 く の 食 品 が い た だ け て 本 当 に 助 か り ま す 』 と い うお 礼 の 言 葉 を い た だ き 、 感 慨 深 い で す 」 と の 声 も あ り ま し た 。

 １ 行 記 事　 令 和 ６ 年 度 山 口 市 美 術 展 覧 会 が 、 山 口 市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央 ２ ） で ９ 日 （ 日 ） ま で 開 か れ て い る 。 大 賞 は 、 小 田 伸 次 郎 さ ん に よ る 絵 画 「 生 命 の 樹 ． イ ン ド 更 紗 」 。
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山 口 名 物 「 外 郎 」 対 決 も 実 現

準 ベ ス ト ド レ ッ サ ー 賞 の 「 過 去 入 賞 コ ス プ レ 」 ペ ア

ベ ス ト ド レ ッ サ ー 賞 の 「 県 内 観 光 P R 」 ペ ア

　
第

1 0回 湯 田 温 泉 ス リ ッ

パ 卓 球 大 会 が 、 １ 日 に やま ぐ ち リ フ レ ッ シ ュ パ ーク と 西 の 雅 常 盤 で 開 か れた 。 湯 田 温 泉 の に ぎ わ い創 出 が 目 的 で 、 ホ テ ル ・旅 館 関 係 者 や 卓 球 愛 好 家ら で つ く る 実 行 委 員 会
（ 西 岡 稀 海 香 委 員 長 ） の

主 催 。 サ ン デ ー 山 口 も 共催 し て い る 。　
２ ０ ２ ３ 年 ７ 月 以 来 の

開 催 と な っ た 今 回 は 、 過去 最 多 と な る ５ ４ ０ 人 がエ ン ト リ ー 。 硬 式 卓 球 経験 者 や ス リ ッ パ 卓 球 を 定期 的 に 練 習 し て い る 人 向け の 「 キ ャ リ ア （ 経 験者 ） の 部 」 と 、 単 純 に 楽し み た い 「 エ ン ジ ョ イ
（ 未 経 験 者 ） の 部 」 に 分

か れ 、 ４ チ ー ム で の リ ーグ 戦 お よ び 順 位 別 ト ー ナメ ン ト 戦 に 挑 ん だ 。 大 会の 「 名 物 」 で も あ る コ スプ レ 姿 、 お そ ろ い の Ｔ シャ ツ や 企 業 名 の 入 っ た 法被 な ど で プ レ ー す る 参 加者 も 多 く 、 ス リ ッ パ を 片手 に 〝 熱 い 戦 い 〞 を 笑 顔

で 繰 り 広 げ た 。　
ま た 、 合 同 プ ロ ジ ェ ク

ト 「 や っ ぱ り ラ テ が 好き 」 に 取 り 組 ん で い る 県内 民 放 テ レ ビ 局 は 、 ３ 局と も ア ナ ウ ン サ ー ら が
〝 参 戦 〞  。 大 会 の 模 様 を 、

山 口 放 送 は ８ 日  （ 土 ）  昼 の
「 熱 血 テ レ ビ サ タ デ ー 」  、

山 口 朝 日 放 送 は

1 0日
　

（ 月 ）  夕 方 の 「 Ｙ ｏ ｕ ！ どき っ 」  、 テ レ ビ 山 口 は

1 3

日  （ 木 ）  夕 方 の 「 ｍ ｉ ｘ 」で 、 そ れ ぞ れ 伝 え る 予 定と い う 。　 「 キ ャ リ ア の 部 」 は 、島 根 県 勢 が 席 巻 し た 前 大会 で 山 口 県 勢 最 高 位 の ３位 に 食 い 込 ん だ 桃 林 信 ・山 﨑 慎 二 ペ ア が 初 優 勝 。２ 人 と も 、 他 の ペ ア と の優 勝 や 上 位 入 賞 経 験 が ある 実 力 者 だ 。 一 方 、 島 根県 勢 同 士 に よ る 決 勝 戦 とな っ た 「 エ ン ジ ョ イ の部 」 は 、 前 回 優 勝 ペ ア を下 し た 杉 村 成 浩 ・ 新 田 れい み ペ ア が 初 優 勝 し た 。「 ベ ス ト ド レ ッ サ ー 賞 」に は 、 全 身 で 県 内 の 観 光

ス プ レ 姿 を 棒 で つ な げ た人 形 と と も に 再 現 し た 原記 美 代 ・ 服 部 寿 恵 ペ ア が「

1 0回 記 念 に ふ さ わ し

い 」 と 受 賞 し た 。 入 賞 者は 次 の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）
﹇ キ ャ リ ア の 部 （

4 6組 参

加 ）  ﹈

優 勝 ＝ 桃 林 信 ・ 山

﨑 慎 二 （ 山 口 市 ） ▽ 準 優勝 ＝ 今 林 三 喜 （ 島 根 県 ）  ・石 川 公 久 （ 山 口 市 ） ▽ 第３ 位 ＝ 小 松 原 隆 聡 ・ 菅 井優 河 （ 島 根 県 ）  、 栗 原 宏平 ・ 石 丸 翔 大 （ 周 南 市 ）﹇ エ ン ジ ョ イ の 部 （ ２ ２４ 組 参 加 ）  ﹈

優 勝 ＝ 杉 村

成 浩 ・ 新 田 れ い み （ 島 根県 ） ▽ 準 優 勝 ＝ 和 田 真紀 ・ 正 城 実 香 （ 島 根 県 ）▽ 第 ３ 位 ＝ 佐 伯 和 加 子
（ 山 陽 小 野 田 市 ）  ・ 石 川 美

由 紀 （ 宇 部市 ）  、 三 村 ゆり こ （ 山 口市 ）  ・ 中 上 謙二 （ 柳 井 市 ）
﹇ ベ ス ト ド レッ サ ー 賞 ﹈

ベ

ス ト ド レ ッ サー 賞 ＝ 佐 伯 和加 子 ・ 石 川 美由 紀 （ 県 内 観光 Ｐ Ｒ ） ▽ 準ベ ス ト ド レ ッ

サ ー 賞 ＝ 原 記 美 代 ・ 服 部寿 恵 （ 山 口 市 、 過 去 入 賞コ ス プ レ ） ▽ 審 査 員 特 別賞 ＝ 鈴 木 由 香 ・ 北 畑 綾 香（ 山 陽 小 野 田 市 、 大 会 公式 ス リ ッ パ ）

過 去 最 多 の

5 4 0人 が 全 国 か ら 参 加

記 念 の

1 0回 目 、  １ 日 に 湯 田 温 泉 ス リ  ッ  パ 卓 球 大 会

を Ｐ Ｒ し た佐 伯 和 加子 ・ 石 川 美由 紀 ペ ア が輝 い た 。 そし て 、 準 ベス ト ド レ ッサ ー 賞 には 、 第 １ 回大 会 で の「 湯 上 が りガ ー ル ズ 」以 降 、 ４ 回入 賞 し た コ

 １ 行 記 事　 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園 （ ☎ ０ ８ ３ ６ － ６ ６ － ２ ０ ３ ０ ） は 、 バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 「 恋 す る 野 鳥 は 美 し い 」 を 、 ９ 日 （ 日 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 正 午 ま で 開 催 。 要 予 約 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


